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元
好
問
と
韓
門
文
人

―
元
好
問
詩
に
お
け
る
韓
門
の
受
容

―

髙
橋
幸
吉

一
．
は
じ
め
に　

―
金
末
文
人
と
韓
門
文
學
―

金
朝
末
期
、
特
に
モ
ン
ゴ
ル
の
侵
攻
を
受
け
て
開
封
に
遷
都
し
た
貞
祐
南
渡
（
一
二
一
六
年
（
以
降
、
北
方
に
お
け
る
文
學
的
風
潮

は
明
ら
か
に
轉
換
し
た
。
詩
歌
に
お
い
て
は
章
宗
治
世
の
後
半
か
ら
、
經
濟
的
な
繁
榮
や
皇
帝
の
嗜
好
の
變
化
も
あ
り
、
優
美
繊
細
な

晩
唐
風
の
詩
が
好
ま
れ
て
い
た
。
だ
が
こ
の
貞
祐
南
渡
前
後
か
ら
、
人
々
は
李
白
・
杜
甫
を
始
め
と
し
た
盛
唐
・
中
唐
の
詩
人
に
倣
う

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
少
な
か
ら
ぬ
人
々
が
韓
愈
お
よ
び
そ
の
門
人
で
あ
る
韓
門
詩
人
に
注
目
し
た
が
、
當
時
の
文
壇
の
指
導
者

の
一
人
で
あ
る
李
純
甫
（
一
一
七
七
～
一
二
二
三
（
と
そ
の
門
人
た
ち
は
、
韓
門
詩
人
に
傾
倒
し
て
奇
怪
か
つ
幻
想
的
な
作
品
を
作
り

出
し
た
。
彼
ら
は
金
朝
の
滅
亡
を
見
る
こ
と
な
く
世
を
去
り
、
そ
の
文
學
思
想
を
後
代
に
直
接
傳
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が

彼
ら
と
交
流
の
あ
っ
た
趙
著
や
呂
鯤
ら
は
李
賀
に
傾
倒
し
、
類
似
し
た
文
學
的
嗜
好
を
持
ち
つ
つ
、
金
朝
滅
亡
後
の
燕
京
で
文
學
集
團



（0

を
形
成
し
た（

1
（

。
モ
ン
ゴ
ル
の
中
書
令
耶
律
楚
材
の
子
で
あ
る
耶
律
鑄
は
趙
著
・
呂
鯤
に
師
事
し
、
さ
ら
に
そ
の
子
で
あ
る
耶
律
希
亮
は

呂
鯤
の
弟
子
で
あ
る
趙
衍
に
師
事
し
て
お
り
、
こ
の
一
派
が
當
時
の
燕
京
で
少
な
か
ら
ぬ
影
響
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
さ

ら
に
同
時
代
の
南
宋
の
詩
人
た
ち
も
李
賀
に
注
目
し
て
い
る（

（
（

こ
と
を
考
え
る
と
、
十
三
世
紀
中
國
に
お
け
る
詩
歌
の
狀
況
を
理
解
す
る

た
め
に
、
韓
門
あ
る
い
は
李
賀
は
、
一
つ
の
有
効
な
視
點
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
以
前
金
末
文
壇
の
盟
主
で
あ
る
李
純
甫
と
趙
秉
文
（
一
一
五
九
～
一
二
三
二
（
を
例
と
し
て
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
に
韓
門
文

學
を
受
容
し
た
か
を
詩
歌
を
中
心
に
論
じ
た（

（
（

。
そ
の
結
論
を
簡
單
に
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
李
純
甫
は
當
時
す
で
に

盧
仝
・
李
賀
に
な
ぞ
ら
え
て
そ
の
詩
を
評
價
さ
れ
て
お
り
、
奇
怪
か
つ
幻
想
的
な
作
品
を
作
り
出
し
て
い
る
。
ま
た
韓
愈
詩
に
お
け
る

諧
謔
的
な
面
か
ら
も
影
響
を
受
け
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
特
徴
を
强
め
た
作
品
も
殘
し
て
い
る
。
一
方
で
趙
秉
文
は
韓
愈
を
歐
陽
脩
と

並
ぶ
文
學
者
と
位
置
づ
け
、
そ
の
散
文
に
大
き
な
關
心
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
韓
愈
の
儒
者
と
し
て
の
一
面
に
着
目
し
、
彼
を
儒
教
の

道
統
に
お
け
る
偉
大
な
人
物
と
見
な
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
文
集
か
ら
は
、
自
ら
を
韓
愈
に
な
ぞ
ら
え
る
態
度
が
窺
え
、
儒
家
で
あ

り
文
學
者
で
あ
り
、
門
人
を
擁
す
る
文
壇
の
指
導
者
で
あ
る
と
い
う
韓
愈
の
立
場
を
自
ら
に
投
影
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
李
賀
に
倣

っ
た
詩
で
は
、
險
怪
な
詩
風
を
排
除
し
て
色
彩
表
現
に
着
目
し
た
作
品
を
殘
し
て
い
る
。
兩
者
の
特
徴
を
比
較
す
る
と
、
李
純
甫
は
三

教
兼
通
を
肯
定
し
、
傳
統
的
詩
歌
觀
の
革
新
を
標
榜
し
、
奇
怪
さ
を
重
視
し
た
。
趙
秉
文
は
儒
家
的
觀
念
を
堅
持
し
、
傳
統
的
詩
歌
觀

の
保
持
を
標
榜
し
、
古
典
性
を
重
視
し
た
。
こ
れ
が
韓
門
文
人
の
受
容
態
度
か
ら
窺
え
る
、
兩
者
の
差
異
で
あ
る
。

本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
意
識
の
延
長
線
上
に
あ
る
テ
ー
マ
と
し
て
、
金
末
元
初
の
詩
人
元
好
問
（
一
一
九
〇
～
一
二
五
七
（
の
韓

門
文
人
に
對
す
る
受
容
態
度
を
考
察
す
る
。
元
好
問
は
趙
秉
文
の
門
弟
で
あ
り
、
李
純
甫
と
も
交
友
が
あ
る
た
め
、
彼
ら
か
ら
ど
の
よ

う
に
影
響
を
受
け
、
あ
る
い
は
ま
た
違
っ
た
觀
點
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
金
朝
滅
亡
以
後
、
元
好
問
は
中
國
北
方
に
お
け
る

詩
壇
の
大
家
で
あ
り
、
そ
の
活
動
時
期
は
燕
京
の
詩
人
集
團
と
も
重
な
る
。
彼
の
韓
門
文
學
へ
の
受
容
態
度
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
金
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末
元
初
に
お
け
る
韓
門
受
容
の
空
白
を
埋
め
る
一
助
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

「
韓
門
」
に
つ
い
て
は
韓
愈
と
そ
の
門
下
お
よ
び
周
辺
の
文
人
を
指
す
。
そ
の
範
囲
や
ど
の
よ
う
な
人
物
が
含
ま
れ
る
か
に
つ
い
て

は
論
者
に
よ
っ
て
多
少
違
い
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
引
き
続
き
韓
愈
・
孟
郊
・
賈
島
・
盧
仝
・
李
賀
の
五
名
を
檢
討
の
對
象
と
し
、
彼

ら
を
總
稱
し
て
「
韓
門
文
人
」
と
呼
ぶ
。
韓
門
に
は
張
籍
・
王
建
を
含
め
る
場
合
が
あ
る
が
、
彼
ら
の
詩
風
は
そ
の
他
の
韓
門
文
人
と

大
き
く
異
な
る
た
め
除
外
す
る
。
ま
た
本
稿
で
も
詩
歌
を
中
心
に
考
察
す
る
た
め
、
同
樣
の
理
由
で
柳
宗
元
も
除
く
。
金
末
元
初
で
は

散
文
の
改
革
者
と
し
て
の
「
韓
柳
」
に
対
す
る
關
心
に
乏
し
く
、
現
存
資
料
で
は
そ
の
多
く
が
詩
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
元
好

問
に
は
散
文
一
般
に
關
し
て
論
じ
た
文
章
が
存
在
せ
ず
、
そ
の
關
心
の
所
在
が
常
に
詩
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
以
下
、
元
好

問
の
韓
門
文
人
に
對
す
る
受
容
態
度
に
つ
い
て
檢
討
を
進
め
る
。

二
．「
論
詩
三
十
首
」
に
お
け
る
韓
門
文
人
へ
の
評
價

元
好
問
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
り
、
文
學
批
評
史
上
の
重
要
な
作
品
で
あ
る
「
論
詩
三
十
首（

（
（

」
も
、
當
然
な
が
ら
韓
門
文
人
に
言
及

し
て
い
る
。
本
詩
に
現
れ
る
順
に
見
て
ゆ
く
と
、
第
十
三
首
（
盧
仝
（・
第
十
六
首
（
李
賀
（・
第
十
八
首
（
孟
郊
・
韓
愈
（・
第
二
十

四
首
（
韓
愈
（
の
四
首
が
韓
門
文
人
に
關
す
る
内
容
で
あ
る
。
ま
ず
は
本
詩
に
基
づ
い
て
、
元
好
問
が
ど
の
よ
う
に
韓
門
文
人
を
評
價

し
て
い
た
の
か
見
て
み
よ
う
。「
論
詩
三
十
首
」
は
七
言
絶
句
三
十
首
の
連
作
に
よ
り
、
往
古
か
ら
宋
に
到
る
ま
で
の
詩
と
詩
人
を
批

評
し
た
作
品
で
あ
る
。
そ
の
た
め
詩
形
に
よ
る
制
限
か
ら
主
張
が
明
快
で
な
い
部
分
も
あ
り
、
各
詩
の
解
釋
は
研
究
者
に
よ
っ
て
見
解

が
分
か
れ
、
未
だ
定
説
が
無
い
も
の
も
あ
る
。
先
行
研
究
の
成
果
に
拠
り
つ
つ
、
韓
門
文
人
に
關
す
る
詩
を
見
て
み
よ
う（

（
（

。
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萬
古
文
章
有
坦
途　
　

萬
古 

文
章 

坦
途
有
る
も
、

縱
横
誰
似
玉
川
盧　
　

縱
横 

誰
れ
か 

玉
川
の
盧
に
似
ら
ん
。

眞
書
不
入
今
人
眼　
　

眞
書 

今
人
の
眼
に
入
ら
ず
。

兒
輩
從
教
鬼
畫
符　
　

兒
輩 

鬼
畫
符
を
教
う
る
に
從
ふ
。

（
◆
坦
途　

坦
塗
に
同
じ
。
平
坦
な
道
。
韓
愈
「
盧
仝
に
寄
す
」
詩
に
見
え
る
語
。
◆
縱
横　

思
う
が
ま
ま
、
自
由
自
在
。
◆
玉

川　

盧
仝
の
号
、
玉
川
子
の
こ
と
。
◆
鬼
畫
符　

道
教
の
ま
じ
な
い
の
札
。
轉
じ
て
意
味
が
解
ら
な
い
詩
文
の
喩
え
。（

第
十
三
首
は
盧
仝
詩
の
融
通
無
碍
な
風
格
を
「
縱
横
」
と
い
う
語
で
評
價
し
て
い
る
。
そ
し
て
當
時
一
部
の
人
々
が
そ
の
詩
に
倣
っ

て
險
怪
な
作
品
を
無
理
に
作
り
出
そ
う
と
し
、
そ
の
結
果
道
教
の
お
札
の
文
言
の
よ
う
に
、
奇
妙
で
意
味
が
通
じ
な
い
詩
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
す
る
。

切
切
秋
蟲
萬
古
情　
　

切
切
た
る
秋
蟲 
萬
古
の
情
、

燈
前
山
鬼
涙
縱
横　
　

燈
前
の
山
鬼 

涙
縱
横
た
り
。

鑑
湖
春
好
無
人
賦　
　

鑑
湖 

春 

好
け
れ
ど
も 

人
の
賦
す
無
し
、

岸
夾
桃
花
錦
浪
生　
　
「
岸
は
桃
花
を
夾は
さ

み
て
錦
浪
生
ず
」
と
。

（
◆
切
切　

擬
声
語
。
か
細
い
音
を
表
す
。
◆
山
鬼　

山
の
精
靈
。
◆
鑑
湖　

浙
江
省
紹
興
に
あ
る
湖
。
別
名
鏡
湖
。
李
白
が

「
子
夜
呉
歌
」
で
題
材
と
し
て
い
る
。
◆
岸
夾
の
句　

李
白
「
鸚
鵡
洲
」
の
第
六
句
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。（
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第
十
六
首
で
は
李
賀
の
暗
く
冷
た
い
詩
境
と
李
白
「
鸚
鵡
洲
」
詩
に
描
か
れ
た
明
る
く
麗
ら
か
な
詩
境
を
對
比
し
て
い
る
。
清
末
の

宗
廷
輔（

（
（

を
は
じ
め
と
し
て
郭
紹
虞（

（
（

以
下
多
く
の
論
者
は
前
半
二
句
は
李
賀
を
批
評
對
象
と
し
て
い
る
と
解
し
て
い
る
が
、
孟
郊
を
評
し

て
い
る
と
す
る
劉
禹
昌
氏
の
説（

（
（

や
、
第
一
句
は
孟
郊
を
、
第
二
句
は
李
賀
を
評
し
て
い
る
と
い
う
胡
傳
志
氏
の
説（

（
（

が
あ
り
、
諸
家
の
解

釋
は
一
致
し
な
い
。
詩
全
体
の
解
釋
も
一
致
せ
ず
、
二
種
の
詩
境
を
對
比
的
に
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
説
、
李
賀
（
あ
る
い
は
孟

郊
（
と
彼
ら
に
倣
う
詩
風
を
批
判
し
た
も
の
と
す
る
説
が
あ
る
。
多
く
の
論
者
は
元
好
問
が
李
賀
の
暗
い
詩
境
を
批
判
し
て
い
る
と
解

し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
二
種
の
詩
境
を
對
比
的
に
述
べ
た
も
の
と
解
す
る
。

東
野
窮
愁
死
不
休　
　

東
野
の
窮
愁 

死
す
と
も
休
ま
ず
、

高
天
厚
地
一
詩
囚　
　

高
天
厚
地
の
一
詩
囚
。

江
山
萬
古
潮
陽
筆　
　

江
山 

萬
古 

潮
陽
の
筆
、

合
在
元
龍
百
尺
樓　
　

合ま
さ

に
元
龍
の
百
尺
の
樓
に
在
ら
し
む
べ
し
。

（
◆
東
野　

孟
郊
の
字
。
◆
詩
囚　

詩
に
囚
わ
れ
た
人
。
元
好
問
の
造
語
か
。
◆
潮
陽
筆　

韓
愈
が
潮
州
刺
史
に
左
遷
さ
れ
た
時

期
に
執
筆
し
た
作
品　

◆
元
龍　

三
國
時
代
の
人
、
陳
登
の
字
。『
世
説
新
語
』
に
見
え
る
故
事
を
ふ
ま
え
る
。（

第
十
八
首
で
は
孟
郊
を
批
判
し
、
韓
愈
を
高
く
評
價
し
て
い
る
。
孟
郊
は
一
生
を
詩
作
に
捧
げ
、
そ
の
苦
吟
す
る
樣
子
は
詩
に
囚
わ

れ
て
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
「
詩
囚
」
の
よ
う
で
あ
る
。
韓
愈
は
罪
を
得
て
潮
州
刺
史
に
左
遷
さ
れ
た
と
は
い
え
、
そ
の
よ
う
な
苦
境
に

あ
っ
て
も
詩
や
散
文
の
名
作
を
作
り
出
し
た
。
兩
者
の
生
き
方
の
違
い
を
對
比
さ
せ
つ
つ
、
韓
愈
の
創
作
態
度
を
高
く
評
價
し
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
詩
は
孟
郊
へ
の
批
判
が
行
き
過
ぎ
て
お
り
、
兩
者
へ
の
評
價
が
公
平
さ
に
欠
け
る
と
い
う
見
方
が
現
在



（（

で
は
多
い（

（1
（

。
次
に
擧
げ
る
第
二
十
四
首
で
も
同
樣
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
論
者
は
多
く
、
一
部
詩
人
へ
の
批
判
が
嚴
し
す
ぎ
る
と
い
う

点
は
「
論
詩
三
十
首
」
の
特
徴
で
あ
る
。

有
情
芍
藥
含
春
涙　
　
「
有
情
の
芍
藥 

春
涙
を
含
み
、

無
力
薔
薇
臥
晩
枝　
　

無
力
な
る
薔
薇
は
晩
枝
に
臥
す
。」

拈
出
退
之
山
石
句　
　

退
之
「
山
石
」
の
句
を
拈
出
せ
ば
、

始
知
渠
是
女
郎
詩　
　

始
め
て
知
る 

渠こ
れ

は
是
れ
女
郎
の
詩
な
る
を
。

（
◆
前
半
二
句　

秦
觀
「
春
日
」
五
首 

其
の
二
の
後
半
二
句
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。（

第
二
十
四
首
で
は
秦
觀
の
「
春
日
」
詩（

（（
（

の
よ
う
な
あ
ま
り
に
女
性
的
な
作
品
を
批
判
し
つ
つ
、
こ
の
よ
う
な
詩
風
に
對
し
て
韓
愈
の

「
山
石
」
詩（

（1
（

の
力
强
い
詩
境
を
高
く
評
價
し
て
い
る
。
だ
が
方
滿
錦
氏
が
實
例
を
多
數
擧
げ
て
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
元
好
問
自
身

に
も
「
女
郎
の
詩
」
を
作
っ
て
お
り（

（1
（

、
こ
の
よ
う
に
秦
觀
を
批
判
す
る
の
は
少
々
行
き
過
ぎ
た
議
論
で
あ
る
と
い
う
見
方
を
す
る
研
究

者
は
多
い（

（1
（

。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
詩
か
ら
は
元
好
問
の
嗜
好
が
透
け
て
見
え
、
さ
ら
に
は
彼
が
韓
愈
の
ど
の
よ
う
な
面
を
評
價
し
て
い

た
の
か
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、「
論
詩
三
十
首
」
は
詩
形
な
ど
の
樣
々
な
要
因
に
よ
る
制
約
が
大
き
く
、
そ
の
議
論
は
細
部
が
曖
昧
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
少
な
か
ら
ぬ
部
分
の
表
現
が
抽
象
的
で
あ
り
、
論
全
體
と
し
て
元
好
問
の
詩
歌
觀
の
基
本
的
姿
勢
を
示
す
の
み
に
と
ど
ま

る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
四
例
の
み
を
見
る
だ
け
で
は
、
彼
の
韓
門
文
人
に
對
す
る
評
價
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
で
は
元
好
問
は

自
ら
の
詩
作
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
韓
門
文
人
の
典
故
を
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
實
作
に
お
け
る
韓
門
文
人
の
受
容
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に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

三
．
李
賀
に
關
す
る
典
故
の
使
用

韓
門
文
人
の
な
か
で
、
元
好
問
は
李
賀
の
詩
句
を
度
々
用
い
、
ま
た
四
首
に
お
い
て
は
自
注
で
彼
の
詩
句
を
使
っ
た
こ
と
を
明
示
し

て
い
る（

（1
（

。
そ
の
使
用
頻
度
か
ら
見
る
と
、
李
賀
は
間
違
い
な
く
元
好
問
が
好
ん
だ
詩
人
の
一
人
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
用
例
は
詩

句
に
止
ま
ら
ず
、
詩
句
の
組
み
立
て
を
取
り
入
れ
た
り
、
さ
ら
に
は
李
賀
詩
の
一
句
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
例
さ
え
見
ら
れ
る
。
以

下
、
元
好
問
に
お
け
る
用
例
と
そ
の
元
と
な
っ
た
李
賀
詩
を
擧
げ
る
。
傍
點
部
が
李
賀
の
詩
句
を
用
い
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

東
家
西
家
百
壺
酒　
　

東
家 

西
家 

百
壺
の
酒

主
人
捧
觴
客
長
壽

0

0

0

0

0

0

0　
　

主
人
は
客
の
長
壽
に
觴
を
捧
ぐ	

卷
四
「
讀
書
山
雪
中
」

零
落
棲
遲
一
杯
酒　
　

零
落 

棲
遲 

一
杯
の
酒

主
人
捧
觴
客
長
壽

0

0

0

0

0

0

0　
　

主
人
は
客
の
長
壽
に
觴
を
捧
ぐ	

李
賀
「
致
酒
行
」

玉
樹
瑤
林
照
春
色　
　

玉
樹 

瑤
林 

春
色
を
照
ら
し

青
錢
白
璧
買

0

0

0

0

0

芳
年　
　

青
錢 

白
璧 

芳
年
を
買
ふ	
卷
五
「
去
歲 

君
遠
游
し
て
仲
梁
の
出
山
を
送
る
」
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青
錢
白
璧
買

0

0

0

0

0

無
端　
　

青
錢 

白
璧 

買
わ
ん
と
し
て
端
無
く

丈
夫
快
意
方
爲
歡　
　

丈
夫
の
快
意 

方
に
歡
を
爲
す	

李
賀
「
相
勸
酒
」

丹
砂
萬
年
藥　
　
　
　
　

丹
砂
は
萬
年
の
藥

金
印
八
州
督　
　
　
　
　

金
印
は
八
州
の
督
な
れ
ど

不
及
秦
宮
一
生
花

0

0

0

0

0

裏
活0　

秦
宮
に
て
一
生
花
の
裏
に
活
く
に
及
ば
ず	

卷
六
「
後
芳
華
怨
」

皇
天
厄
運
猶
曾
裂　
　

皇
天
の
厄
運
は
猶
ほ
曾
て
裂
く
る
が
ご
と
し

秦
宮
一
生
花

0

0

0

0

0

底
活0　
　

秦
宮
に
て
一
生
花
の
底
に
活
く	

李
賀
「
秦
宮
詩
」

李
賀
詩
の
う
ち
で
も
「
致
酒
行
」「
金
銅
仙
人
辭
漢
歌
」「
高
軒
過
」
な
ど
、
一
部
の
作
品
に
典
故
が
集
中
す
る
傾
向
が
あ
り
、
同
一

の
詩
句
で
は
な
い
が
同
じ
作
品
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
元
好
問
は
詩
作
に
お
い
て

自
ら
が
氣
に
入
っ
た
詩
句
を
何
度
も
用
い
る
傾
向
が
あ
る（

（1
（

。
こ
れ
と
同
樣
に
自
ら
が
愛
唱
す
る
詩
か
ら
何
度
も
典
故
を
用
い
る
と
い
う

傾
向
も
、
元
好
問
詩
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

も
う
一
つ
、
元
好
問
が
用
い
て
い
る
李
賀
の
典
故
か
ら
、
あ
る
傾
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
幾
つ
か
の
作
品
は
李
賀
詩
の
風
格

に
倣
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が（

（1
（

、
李
賀
詩
の
特
徴
で
あ
る
比
喩
表
現
と
各
詩
句
の
高
度
な
独
立
性
（
意
味
的
な
繋
が
り
の
希
薄
さ（

（1
（

（
を
、

元
好
問
は
基
本
的
に
排
除
し
て
い
る
。
詩
句
の
構
造
を
取
り
入
れ
た
り
、
あ
る
い
は
一
句
全
て
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
と
し
て
も
、
語
と

語
の
繋
が
り
、
句
と
句
の
繋
が
り
は
大
變
明
晰
で
分
か
り
や
す
い
。
試
み
に
同
時
代
の
詩
人
で
あ
る
李
經
の
作
品
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
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長
河
老
秋
凍　
　

長
河 

老
秋
に
凍
り

馬
怯
冰
未
牢　
　

馬
は
冰こ
ほ
り

の
未
だ
牢か
た

か
ら
ざ
る
に
怯お
び

ゆ

河
山
吟
鞭
底　
　

河
山
は
鞭
の
底
に
吟う
た

ひ

日
暮
風
更
號　
　

日
は
暮
れ
て
風
は
更
に
號ほ

ゆ	

李
經
「
雜
詩
」
五
首 

其
の
一（

（1
（

前
半
は
「
長
い
川
が
晩
秋
に
結
氷
し
、
そ
こ
を
馬
で
渡
ろ
う
と
す
る
と
、
馬
は
氷
が
薄
い
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
と
い

う
描
冩
で
、
難
解
な
點
は
な
い
が
、
問
題
は
第
三
句
で
あ
る
。
山
河
が
「
鞭
の
底
」
で
「
う
た
う
」
と
い
う
表
現
は
分
か
り
に
く
い
。

第
四
句
は
「
日
が
暮
れ
て
風
が
强
く
な
り
轟
々
と
鳴
っ
て
い
る
」
と
い
う
情
景
な
の
で
、「
馬
を
驅
る
鞭
の
音
が
周
囲
の
山
河
に
響
い

て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
が
、
文
法
的
に
は
こ
の
よ
う
に
は
理
解
し
が
た
い
。
韻
文
は
散
文
と
違
い
、
文
法
的

に
多
少
の
飛
躍
が
認
め
ら
れ
る
と
は
い
え
、
字
面
通
り
に
讀
め
ば
「
山
や
河
が
鞭
の
底
で
音
を
立
て
て
い
る
」
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

當
時
彼
の
詩
を
讀
ん
だ
趙
秉
文
も
「
そ
の
他
は
こ
の
老
い
ぼ
れ
は
特
に
分
か
ら
な
い
（
其
餘
老
昏
殊
不
可
曉
然
（」
と
述
べ
て
い
る
の

で
、
さ
ら
に
難
解
な
詩
が
多
數
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
詩
を
「
李
賀
と
盧
仝
を
合
わ
せ
て
ひ
と
つ
に
し
た
に
過
ぎ
ず
、
古

い
表
現
に
よ
っ
て
新
し
い
表
現
を
作
り
、
俗
な
表
現
に
よ
っ
て
雅
な
表
現
を
作
る
こ
と
が
出
來
て
い
な
い
（
不
過
長
吉
・
盧
仝
合
而
爲

一
、
未
能
以
故
爲
新
、
以
俗
爲
雅（
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（」
と
批
判
し
て
い
る
。
一
方
で
金
末
文
壇
の
も
う
一
人
の
盟
主
で
あ
る
李
純
甫
は
、
李
經
の
詩
を

激
賞
し
て
「
李
賀
が
死
ん
で
か
ら
二
百
年
、
こ
の
よ
う
な
詩
は
無
か
っ
た
（
自
李
賀
死
二
百
年
無
此
作
矣（

1（
（

（」
と
述
べ
て
い
る
。
褒
貶

の
い
ず
れ
に
せ
よ
、
趙
・
李
の
發
言
か
ら
、
當
時
の
人
々
が
彼
の
詩
に
李
賀
詩
と
似
た
詩
風
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

再
度
元
好
問
の
詩
を
見
る
と
、
逆
に
奇
怪
な
語
を
用
い
ず
、
李
賀
詩
の
典
故
を
用
い
な
が
ら
も
そ
の
作
品
は
讀
者
に
簡
明
な
印
象
を

與
え
、
李
賀
詩
と
は
全
く
異
な
る
風
格
を
獲
得
し
て
い
る
。
元
好
問
は
李
賀
の
詩
を
愛
好
し
て
そ
の
詩
句
を
多
用
し
つ
つ
も
、
充
分
に
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消
化
し
て
自
ら
の
作
品
に
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

元
好
問
は
こ
の
他
に
李
賀
に
關
す
る
故
事
や
彼
の
個
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
彼
が
特
に
注
目
し
た
の
は
李
賀
の
創
作
態
度

で
あ
り
、
孟
郊
や
賈
島
と
は
異
な
る
苦
吟
の
在
り
方
で
あ
る
。

詩
と
散
文
と
は
源
流
は
同
じ
で
あ
る
が
別
の
一
派
で
あ
り
、
散
文
は
言
う
ま
で
も
な
く
難
し
い
が
、
詩
は
最
も
難
し
い
。
李
賀

の
母
は
李
賀
が
詩
作
に
苦
し
む
樣
子
を
「
肝
肺
を
吐
き
出
し
て
よ
う
や
く
終
わ
る
」
と
言
っ
た
。
…
…
そ
れ
は
最
も
難
し
い
と
言

う
べ
き
な
の
で
あ
る
。（
詩
與
文
同
源
而
別
派
、
文
固
難
、
詩
爲
尤
難
。
李
長
吉
母
以
賀
苦
於
詩
謂
、
嘔
出
肝
肺
乃
已
耳
、
…
…

其
可
謂
尤
難
矣
。（	

卷
三
十
六
「
雙
溪
集
序
」

李
賀
の
母
は
李
賀
を
〔
評
し
て
〕「
必
ず
心
臓
を
吐
き
出
そ
う
と
し
て
よ
う
や
く
終
わ
る
」
と
言
っ
た
が
、
言
い
過
ぎ
の
論
で

は
な
い
の
だ
。（
李
賀
母
謂
賀
、
必
欲
嘔
出
心
乃
已
、
非
過
論
也
。（	

卷
三
十
七
「
陶
然
集
詩
序
」

こ
こ
で
引
用
さ
れ
て
い
る
故
事
は
杜
牧
「
李
長
吉
小
傳
」
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
、
李
賀
が
詩
を
作
る
た
め
に
呻
吟
し
て
い
る
樣
子
を

彼
の
母
が
評
し
た
言
葉
で
あ
る
。
で
は
元
好
問
は
ど
う
し
て
「
論
詩
三
十
首
」
の
な
か
で
孟
郊
の
苦
吟
を
批
判
し
、
一
方
で
李
賀
の
苦

吟
を
評
價
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
二
人
の
苦
吟
に
ど
の
よ
う
な
違
い
を
見
出
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
元
好
問
は
苦
吟
を
決
し

て
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
詩
中
に
詩
作
の
苦
労
を
直
接
表
現
す
る
こ
と
に
否
定
的
な
の
で
あ
る
。
彼
は
詩
文
を
論
じ
た
詩
の
中

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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文
章
出
苦
心　
　

文
章
は
苦
心
よ
り
出
づ
る
も

誰
以
苦
心
爲　
　

誰
か
苦
心
を
以
て
爲つ
く

ら
ん

正
有
苦
心
人　
　

正
に
苦
心
有
る
人

舉
世
幾
人
知　
　

世
を
舉
げ
て
幾
人
か
知
ら
ん	

卷
二
「
張
仲
傑
郎
中
に
與あ
た

へ
て
文
を
論
ず
」

孟
郊
は
詩
作
に
苦
吟
す
る
自
己
を
そ
の
ま
ま
詩
中
に
描
冩
す
る
傾
向
が
あ
り
、
恐
ら
く
こ
れ
が
「
苦
心
を
以
て
爲
る
」
も
の
と
し
て

元
好
問
は
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う（

11
（

。
元
好
問
自
身
も
詩
文
を
創
作
す
る
困
難
さ
を
深
く
感
じ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
同
樣
に
呻
吟
し

つ
つ
作
品
中
で
は
そ
の
よ
う
な
態
度
を
全
く
表
さ
な
い
李
賀
を
、「
正
に
苦
心
有
る
人
」
と
認
め
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

結
論
と
し
て
、
元
好
問
は
李
賀
の
詩
風
を
踏
襲
す
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
が
、
そ
の
詩
語
や
詩
句
を
度
々
使
用
し
、
李
賀
の
作
品
を

充
分
に
消
化
し
て
自
ら
の
作
品
の
な
か
で
用
い
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

四
．
韓
愈
へ
の
評
價
と
そ
の
詩
歌
の
受
容

李
賀
と
並
ん
で
、
韓
門
文
人
の
な
か
で
元
好
問
が
そ
の
詩
句
を
多
く
用
い
て
い
る
の
が
韓
愈
で
あ
る
。
元
好
問
は
韓
愈
の
詩
句
を
作

品
中
で
使
用
し
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
評
價
は
彼
の
詩
人
と
し
て
の
側
面
を
重
視
し
て
お
ら
ず
、
恐
ら
く
は
儒
家
と
し
て
の
側
面
に

重
き
を
置
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
な
ぜ
な
ら
元
好
問
は
前
述
の
「
山
石
」
詩
以
外
、
詩
文
中
で
韓
愈
の
詩
歌
を
論
じ
て
い
な
い
か

ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
文
章
家
と
し
て
の
韓
愈
に
す
ら
殆
ど
觸
れ
て
お
ら
ず
、
古
文
運
動
の
推
進
者
と
し
て
の
「
韓
柳
」
と
い
う
併
稱

で
さ
え
一
度
も
用
い
て
い
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
儒
者
と
し
て
韓
愈
と
歐
陽
脩
を
併
稱
し
て
い
る
。
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九
原
如
可
作　
　

九
原 

如も

し
作お
こ

す
可
く
ん
ば

吾
欲
起
韓
歐　
　

吾
は
韓
・
歐
を
起
こ
さ
ん
と
欲
す	

卷
一
「
劉
御
史
雲
卿
に
贈
答
す
」
四
首 

其
の
三

唐
の
昌
黎
公
（
韓
愈
（、
宋
の
歐
陽
公
（
歐
陽
脩
（
は
、
偉
大
な
儒
者
と
し
て
、
儒
家
の
道
の
興
廢
を
繫
い
だ
。（
唐
昌
黎
公
、

宋
歐
陽
公
、
身
爲
大
儒
、
繫
道
之
廢
興
。（	

卷
十
七
「
閑
閑
公
墓
銘
」

こ
の
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
彼
の
韓
愈
に
對
す
る
評
價
は
趙
秉
文
と
同
樣
で
あ
り
、
そ
の
見
方
を
忠
實
に
受
け
継
い
で
い
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

で
は
元
好
問
の
作
品
中
で
、
韓
愈
の
詩
句
は
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
頻
度
は
李
賀
と
同
樣
に
多
い
が
、

實
際
に
は
彼
自
身
が
「
論
詩
三
十
首
」
で
主
張
し
た
よ
う
な
力
强
い
詩
風
の
作
中
で
用
い
て
い
な
い
。
例
と
し
て
「
東
湖
に
て
及
之
の

韻
を
次
ぐ（

11
（

」
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
詩
は
元
好
問
が
虢
州
（
現
在
の
河
南
省
靈
寳
市
（
を
訪
れ
た
と
き
の
作
で
、
韓
愈
の
「
虢
州
劉
給

事
使
君
の
三
堂
新
題
に
奉
和
す 

二
十
一
詠（

11
（

」（
以
下
、「
奉
和
虢
州
」
詩
（
を
踏
ま
え
て
い
る
。

西
山
山
頭
山
月
白　
　

西
山
山
頭 

山
月
白
く

倒
影
漣
漪
舞
寒
碧　
　

倒
影 

漣
漪 

寒
碧
に
舞
ふ

竹
溪
花
島
要
君
詩　
　

竹
溪 

花
島 

君
の
詩
を
要
し

醉
墨
幾
番
枯
硯
滴　
　

醉
墨
幾
番 

硯
滴
枯
る

東
湖
佳
処
詩
已
盡　
　

東
湖
の
佳
処 

詩
は
已
に
盡
き
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矯
首
不
知
川
路
隔　
　

首こ
う
べ

を
矯あ

ぐ
る
も
川
路
の
隔
た
る
を
知
ら
ず

當
年
韓
賈
文
章
伯　
　

當
年 

韓
・
賈
は
文
章
の
伯

物
色
分
留
到
佳
客　
　

物
色 

分
れ
留
り
て
佳
客
に
到
る

此
州
何
必
減
蘇
州　
　

此
の
州 

何
ぞ
必
し
も
蘇
州
に
減
ぜ
ん
や

頻
有
詩
人
來
列
職　
　

詩
人
の
來
た
り
て
職
を
列
す
る
こ
と
頻
り
に
有
り

一
時
人
境
偶
相
値　
　

一
時 

人
と
境
と
偶
た
ま
た
ま

相
ひ
値あ

ひ

万
古
風
流
余
此
席　
　

万
古 
風
流 

此
の
席
に
余
る

三
堂
風
月
今
猶
昔　
　

三
堂
の
風
月 

今
猶
ほ
昔

擬
払
塵
纓
問
投
跡　
　

塵
纓
を
払
ふ
に
擬
ら
へ
て
投
跡
を
問
ふ

因
君
寄
詩
使
君
公　
　

君
に
因
り
て
詩
を
使
君
公
に
寄
す
る
も

却
恐
他
年
厭
求
索　
　

却
て
他
年
求
索
を
厭
ふ
を
恐
る

（
◆
漣
漪　

水
面
の
波
紋
、
さ
ざ
波
。
◆
寒
碧　

青
く
冷
た
い
湖
水
。
◆
竹
渓
花
島　

韓
愈
の
詩
の
題
名
。
後
述
。
◆
韓
賈　

韓

愈
と
賈
島
。
◆
物
色　

景
色
、
風
景
。
◆
此
州
の
二
句　

虢
州
は
韓
愈
が
詩
を
奉
じ
た
劉
伯
芻
な
ど
の
詩
人
が
刺
史
を
務
め
た
歷

史
が
あ
り
、
同
じ
く
韋
応
物
ら
が
刺
史
を
務
め
た
蘇
州
に
劣
ら
な
い
、
と
い
う
意
。
◆
値　

あ
う
、
出
会
う
。
◆
三
堂　

韓
愈
が

詩
を
唱
和
し
た
劉
伯
芻
宅
の
建
物
。
◆
塵
纓　

塵
の
付
い
た
冠
の
ひ
も
。
俗
世
の
官
職
や
俗
事
を
い
う
。
◆
投
跡　

人
の
後
に
倣

う
こ
と
。
◆
使
君　

地
方
の
長
官
を
言
う
語
。
こ
こ
で
は
虢
州
の
長
官
。
◆
求
索　

探
し
求
め
る
こ
と
。（

こ
の
詩
は
虢
州
の
東
湖
で
友
人
の
劉
濤
（
字
・
及
之
（
の
詩
に
次
韻
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
東
湖
の
風
景
を
描
冩
し
つ
つ
、
韓
愈
が
詩
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を
作
っ
た
往
事
を
偲
ぶ
と
い
う
こ
と
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
詩
全
體
が
與
え
る
印
象
は
、
決
し
て
「
女
郎
の
詩
」
で
は
な
い
が
、

「
山
石
」
詩
の
よ
う
な
力
强
い
風
格
の
詩
で
あ
る
と
は
斷
言
し
が
た
い
。
第
三
句
の
「
竹
溪
花
島
」
は
「
奉
和
虢
州
」
詩
の
な
か
の
二

首
の
詩
題
で
あ
る
。

藹
藹
溪
流
慢　
　

藹
藹
と
し
て
溪
流
は
慢お
そ

く

梢
梢
岸
篠
長　
　

梢
梢
と
し
て
岸
の
篠
は
長
し

穿
沙
碧
簳
浄　
　

沙
を
穿
つ
碧
簳
は
浄
く

落
水
紫
苞
香　
　

落
水 
紫
苞
香
る	

「
竹
溪
」

蜂
蝶
去
紛
紛　
　

蜂
蝶 

去
る
こ
と
紛
紛
た
り

香
風
隔
岸
聞　
　

香
風 

岸
を
隔
て
て
聞
く

欲
知
花
島
處　
　

花
島
の
處
を
知
ら
ん
と
欲
し

水
上
覓
紅
雲　
　

水
上
に
紅
雲
を
覓も
と

む	

「
花
島
」

こ
の
二
首
も
ま
た
韓
愈
の
詩
風
と
し
て
代
表
的
な
、
奇
字
難
語
や
險
韻
を
用
い
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
は
雄
渾
な
作
風
の
詩
で
も
な
い
。

美
し
い
春
の
風
景
を
平
明
に
描
冩
し
た
詩
で
あ
る
。
元
好
問
の
詩
に
は
季
節
を
明
示
す
る
描
冩
が
乏
し
く
、
第
二
句
の
「
寒
碧
」
の
み

で
は
冬
と
は
判
斷
し
難
い
。
も
と
の
二
十
一
首
の
詩
は
四
季
折
々
の
景
を
詠
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
か
ら
こ
の
二
首
の
詩
題
を
選
擇
し

た
の
は
、
春
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
「
奉
和
虢
州
」
詩
は
五
言
絶
句
と
い
う
形
式
も
あ
り
、
風
景
描
冩
を
主
と
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し
て
い
る
が
、
本
詩
は
冒
頭
二
句
の
み
が
當
地
の
風
景
を
描
冩
し
て
お
り
、
兩
者
に
は
表
現
や
詩
句
な
ど
の
關
連
性
が
乏
し
い
。
韓
愈

が
虢
州
刺
史
と
唱
和
し
た
と
い
う
の
が
主
題
の
根
幹
で
あ
り
、
韓
愈
の
詩
風
を
踏
襲
す
る
意
圖
が
全
く
見
ら
れ
な
い
。

元
好
問
に
は
も
う
一
首
、
韓
愈
の
詩
に
明
ら
か
に
基
づ
い
た
作
品
が
あ
る
。「
此
の
日 

惜
し
む
に
足
ら
ず（

11
（

」
で
あ
る
。
少
々
長
い
雜

言
古
詩
で
あ
る
が
、
元
好
問
ら
し
い
ユ
ー
モ
ア
と
起
伏
に
富
ん
だ
構
成
を
持
つ
作
品
で
あ
る
の
で
、
全
文
を
擧
げ
た
い
。

此
日
不
足
惜　
　
　
　
　

此
の
日 

惜
し
む
に
足
ら
ず

此
酒
不
可
無　
　
　
　
　

此
の
酒 

無
か
る
可
か
ら
ず

頗
怪
昌
黎
公　
　
　
　
　

頗
だ
怪
し
む 

昌
黎
公
の

亦
復
爲
世
儒　
　
　
　
　

亦
た
復
た
世
儒
爲た

る
を

天
生
至
神
物　
　
　
　
　

天
は
至
神
の
物
を
生
み

與
人
作
華
胥　
　
　
　
　

人
と
與と
も

に
華
胥
を
作
す

一
酌
舌
本
彊　
　
　
　
　

一
酌 

舌
本
彊こ
は

ば
り

二
酌
燥
吻
濡　
　
　
　
　

二
酌 

燥
吻
濡
る
る

三
酌
動
高
興　
　
　
　
　

三
酌 

高
興
動
き

四
酌
色
敷
腴　
　
　
　
　

四
酌 

色
は
敷
腴
た
り

連
綿
五
六
酌　
　
　
　
　

連
綿 

五
六
酌

枯
腸
潤
如
酥　
　
　
　
　

枯
腸 

潤
ひ
て
酥
の
如
し

眼
花
耳
熱
後　
　
　
　
　

眼
花か
す

み
耳
熱
く
な
り
て
後
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萬
物
寄
一
壺　
　
　
　
　

萬
物
は
一
壺
に
寄
す

十
酌
未
渠
央　
　
　
　
　

十
酌 

未
だ
渠
央
せ
ず

百
觚
亦
奚
拘　
　
　
　
　

百
觚 

亦
た
奚な
ん

ぞ
拘と
ど

め
ん

人
生
一
世
間　
　
　
　
　

人
生 

一
世
間

忽
若
過
隙
駒　
　
　
　
　

忽
た
る
こ
と
隙
を
過
ぐ
る
駒
の
若
し

有
酒
不
解
飮　
　
　
　
　

酒
有
り
て
飮
む
こ
と
解
さ
ざ
れ
ば

問
君
誰
與
娯　
　
　
　
　

君
に
問
ふ 

誰
と
與
に
娯
し
ま
ん
や

君
不
見
東
家
騎
鯨
李　
　

君
見
ず
や 

東
家
の
騎
鯨
の
李

膽
滿
六
尺
軀　
　
　
　
　

膽
は
六
尺
の
軀
に
滿
つ

萬
言
黄
石
策　
　
　
　
　

萬
言 
黄
石
の
策

八
陣
夔
州
圖　
　
　
　
　

八
陣 

夔
州
の
圖

酒
酣
起
舞
不
稱
意　
　
　

酒
酣
た
け
な
わ

に
し
て
舞
を
起
こ
す
も
意
に
稱か
な

は
ず

長
吁
青
雲
指
夷
吾　
　
　

長
吁 

青
雲 

夷
吾
を
指
す

又
不
見
西
家
紫
髯
郎　
　

又
た
見
ず
や 

西
家
の
紫
髯
郎

老
氣
雄
萬
夫　
　
　
　
　

老
氣 

萬
夫
に
雄
た
り

狂
歌
飮
燕
市　
　
　
　
　

狂
歌
し
て
燕
市
に
飮
み

擊
筑
聲
嗚
嗚　
　
　
　
　

筑
を
擊
ち
て
聲
は
嗚
嗚
た
り

倚
天
長
劒
挿
少
室　
　
　

倚
天
の
長
劒 

少
室
に
挿
し
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頗
欲
四
海
皆
東
湖　
　
　

頗
る
欲
す 

四
海
を
皆
な
東
湖
に
せ
ん
と

鷹
揚
虎
視
今
焉
如　
　
　

鷹
揚 

虎
視 

今
焉い
づ
こ

に
如ゆ

く

河
山
永
隔
黄
公
罏　
　
　

河
山 

永
く
黄
公
罏
を
隔
つ

銜
盃
直
待
秋
井
塌　
　
　

盃
を
銜く
わ

へ
て
直
ち
に
秋
井
の
塌
を
待
ち

青
苔
白
骨
憐
君
愚　
　
　

青
苔
の
白
骨 

君
が
愚
を
憐
れ
む

少
年
覔
計
生
白
須　
　
　

少
年
は
計
を
覔も
と

め
て
白
須
を
生
ず
る
も

捫
參
歷
井
無
危
途　
　
　

參
を
捫も
と

め
井
を
歷め
ぐ

る
危
途
無
し

榮
不
滿
睫
良
區
區　
　
　

榮
は
睫ま
つ
げ

に
滿
た
ず 

良ま
こ
と

に
區
區
た
り

就
令
一
朝
便
得
八
州
督　

就た
　
と令

へ
一
朝
に
し
て
便
ち
八
州
の
督
を
得
る
も

争
似
高
吟
大
醉
窮
朝
晡　

争い
か
で似

か
高
吟
大
醉
し
て
朝
晡
を
窮
め
ん

餘
名
安
得
潤
枯
骨　
　
　

餘
名 

安
い
づ
く
ん

ぞ
枯
骨
を
潤
す
得
ん

四
十
豈
不
知
頭
顱　
　
　

四
十 

豈
に
頭
顱
を
知
ら
ざ
ら
ん

此
日
不
足
惜　
　
　
　
　

此
の
日 

惜
し
む
に
足
ら
ず

此
酒
不
可
無　
　
　
　
　

此
の
酒 

無
か
る
可
か
ら
ず

太
虛
爲
室
月
爲
燭　
　
　

太
虛
を
室
と
爲
し
月
を
燭
と
爲
す

醉
倒
不
用
春
風
扶　
　
　

醉
ひ
て
倒
る
る
と
も
春
風
の
扶
ふ
る
を
用
い
ず

（
◆
昌
黎
公　

韓
愈
の
尊
稱
。
昌
黎
は
韓
氏
一
族
の
出
身
地
。
◆
世
儒　

俗
儒
。
陳
腐
な
儒
學
者
。
◆
至
神　

こ
の
上
な
く
神
妙

不
可
思
議
で
あ
る
。
◆
華
胥　
『
列
子
』
黄
帝
篇
に
見
え
る
、
黄
帝
が
晝
寢
を
し
て
夢
の
中
で
遊
ん
だ
理
想
の
國
。
こ
こ
で
は
醉
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い
が
回
っ
た
狀
態
を
指
す
。
◆
舌
本
彊　

舌
本
は
舌
の
こ
と
。
彊
は
僵
に
同
じ
。
う
ま
く
動
か
な
く
な
る
。
◆
敷
腴　

愉
快
な
樣

子
。
◆
酥　

乳
製
品
。
轉
じ
て
柔
ら
か
く
な
め
ら
か
な
も
の
を
形
容
す
る
。
◆
眼
花
耳
熱
後　

李
白
「
侠
客
行
」
に
「
眼
花
耳
熱

後
、
意
氣
素
霓
生
」
と
あ
る
の
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
◆
渠
央　

早
々
と
終
え
る
。
◆
觚　

古
代
に
用
い
ら
れ
た
青
銅
製
の

酒
器
。
大
き
な
盃
。
◆
拘　

制
止
す
る
、
止
め
る
。
◆
騎
鯨
李　

俗
に
李
白
は
醉
っ
て
鯨
に
ま
た
が
り
潯
陽
で
水
死
し
た
と
言
わ

れ
、
李
白
を
形
容
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
故
人
で
あ
る
李
純
甫
を
指
す
。
◆
萬
言
黄
石
策　

泰
和
年
間
の
南
征

の
際
に
、
李
純
甫
が
二
度
に
渡
っ
て
上
奏
し
た
策
を
言
う
。
黄
石
は
漢
の
張
良
に
『
太
公
兵
法
』
を
授
け
た
隠
士
。
◆
八
陣
夔
州

圖　

諸
葛
亮
が
夔
州
で
練
兵
の
際
に
敷
い
た
八
陣
圖
と
い
う
陣
形
。『
歸
潛
志
』
卷
一
で
は
李
純
甫
は
兵
書
を
脩
め
、
諸
葛
亮
や

王
猛
の
よ
う
な
人
材
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
た
と
い
う
。
◆
長
吁　

長
い
溜
め
息
。
◆
青
雲　

遠
大
な
抱
負
の
喩
え
。
青
雲
の
志
。

◆
夷
吾　

春
秋
時
代
齊
の
桓
公
の
宰
相
、
管
仲
の
字
。
◆
紫
髯
郎　

金
末
の
人
物
、
張
瑴
を
指
す
。
◆
少
室　

河
南
省
嵩
山
の
西

の
峰
、
少
室
山
。
◆
黄
公
罏　

晋
の
時
に
王
戎
が
阮
籍
・
嵆
康
と
酒
を
飮
ん
だ
場
所
。
後
に
王
戎
が
こ
の
地
を
通
り
過
ぎ
た
と
き

に
二
人
と
も
世
を
去
っ
て
お
り
、
故
人
を
偲
ん
だ
。
故
人
を
追
悼
す
る
意
味
を
表
す
典
故
。
◆
銜
盃　

李
・
張
と
も
酒
好
き
で
、

特
に
李
純
甫
は
過
度
の
飮
酒
が
原
因
で
死
去
し
て
い
る
。
◆
秋
井　

陵
墓
。
次
の
句
と
併
せ
て
、
杜
甫
「
蘇
端
薛
復
筵
簡
薛
華
醉

歌
」
に
「
忽
憶
雨
時
秋
井
塌
、
古
人
白
骨
生
青
苔
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
い
る
。
◆
覔
計　

生
活
の
方
途
を
探
す
。
◆
捫
參
歷

井　

參
・
井
は
星
宿
の
名
。
李
白
「
蜀
道
難
」
に
「
捫
參
歷
井
仰
脅
息
」
と
い
う
句
が
あ
り
、
以
降
山
の
高
さ
や
險
し
さ
を
表
現

す
る
語
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
高
位
高
官
に
登
る
道
を
言
う
。
◆
榮　

富
貴
。
◆
區
區　

非
常
に
小
さ
い
樣
。
◆
朝
晡　

朝
か
ら

夕
ま
で
。
終
日
。
◆
餘
名　

死
後
の
虛
し
い
名
声
。
こ
の
句
は
『
列
子
』
楊
朱
篇
を
踏
ま
え
る
。
◆
頭
顱　

頭
、
頭
腦
。
こ
の
句

は
蘇
軾
「
段
屯
田
に
送
る 

分
け
て
于
字
を
得
る
」
の
詩
句
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。
梁
の
陶
弘
景
の
故
事
を
踏
ま
え
、
四
十

歳
前
後
で
官
を
退
く
べ
き
こ
と
を
言
う
。（
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こ
の
詩
は
韓
愈
の
「
此
の
日
惜
し
む
可
き
に
足
る
一
首 

張
籍
に
贈
る（

11
（

」（
以
下
「
此
日
足
可
惜
」
詩
（
を
着
想
の
元
と
し
つ
つ
、
韓

愈
、
盧
仝
ら
韓
門
文
人
の
詩
句
や
言
い
回
し
を
用
い
、
併
せ
て
李
白
の
詩
句
を
多
用
し
て
い
る
。
冒
頭
四
句
は
明
ら
か
に
韓
愈
詩
の

「
此
の
日 
惜
し
む
可
き
に
足
り
、
此
の
酒 

嘗
す
る
に
足
ら
ず
（
此
日
足
可
惜
、
此
酒
不
足
嘗
（」
を
パ
ロ
デ
ィ
に
し
て
お
り
、
諧
謔
味

に
溢
れ
て
い
る
。
ま
た
第
七
句
「
一
酌 

舌
本
彊こ
は

ば
り
」
か
ら
第
十
六
句
「
百
觚 

亦
た
奚
ぞ
拘と
ど

め
ん
」
ま
で
は
、
盧
仝
「
筆
を
走
ら
せ

孟
諫
議
の
新
茶
を
寄
す
る
に
謝
す
」
の
組
み
立
て
方
を
模
倣
し
て
い
る（

11
（

。「
此
日
足
可
惜
」
詩
は
自
ら
の
來
し
方
の
回
顧
が
主
題
で
あ

る
が
、
こ
の
作
品
で
は
亡
く
な
っ
た
李
純
甫
と
張
瑴
を
追
憶
し
な
が
ら
も
、
沈
鬱
な
悲
し
み
を
敢
え
て
描
い
て
い
な
い
。
ま
ず
韓
愈
本

人
と
そ
の
詩
句
を
か
ら
か
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
酒
の
効
能
を
賛
美
し
つ
つ
、
在
り
し
日
の
李
純
甫
と
張
瑴
が
痛
飮
し
た
光
景
を
描
い

て
い
る
。
故
人
を
偲
び
つ
つ
も
感
傷
的
に
は
な
ら
ず
、
基
本
的
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
口
ぶ
り
を
保
っ
て
い
る
。
元
好
問
の
友
人
も
楊
弘
道

も
「
此
日
足
可
惜
」
詩
に
倣
っ
た
詩
を
殘
し
て
い
る
が（
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（

、
元
好
問
と
は
對
照
的
に
、
自
ら
の
過
去
を
回
顧
す
る
詩
題
や
五
言
古
詩
と
い

う
詩
型
は
韓
愈
詩
を
忠
實
に
踏
襲
し
つ
つ
、
非
常
に
沈
鬱
な
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
元
好
問
に
お
け
る
韓
愈
詩
の
受
容
態

度
は
李
純
甫
と
似
通
っ
て
お
り
、
韓
愈
詩
の
諧
謔
的
な
側
面
に
着
目
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
．
盧
仝
へ
の
關
心

李
賀
・
韓
愈
に
次
い
で
、
元
好
問
が
多
く
の
詩
句
を
用
い
て
い
る
韓
門
文
人
は
盧
仝
で
あ
る
。
一
般
的
に
金
末
の
人
々
は
孟
郊
・
賈

島
に
比
べ
て
盧
仝
へ
の
關
心
が
高
く
、
こ
の
時
代
の
一
つ
の
特
徴
だ
と
言
え
よ
う（

11
（

。
だ
が
元
好
問
が
盧
仝
へ
關
心
を
持
っ
て
い
る
の
は
、

少
々
異
な
る
理
由
も
存
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
盧
仝
は
山
東
濟
源
の
出
身
で
あ
り
、
嵩
山
に
隠
棲
し
た
。
元
好
問
も
嵩
山
に
隠
棲

し
た
時
期
が
あ
り
、
金
朝
滅
亡
後
は
一
年
ほ
ど
濟
源
に
寓
居
し
た
。
兩
者
の
間
に
は
地
縁
が
あ
り
、
元
好
問
は
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
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關
係
を
意
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
濟
源
を
訪
れ
た
際
の
詩
で
は
「
盤
谷
の
村
墟 

幾
た
び
來
往
す
、
玉
川
の
人
物
は
自
づ
と
風
流

（
盤
谷
村
墟
幾
來
往
、
玉
川
人
物
自
風
流
（」（
卷
十
四
「
濟
源
に
游
ぶ
」（
と
述
べ
、
盧
仝
に
言
及
し
て
い
る
。

元
好
問
が
作
品
中
で
用
い
て
い
る
盧
仝
の
詩
句
は
、「
月
蝕
詩
」
が
三
例
、「
筆
を
走
ら
せ
孟
諫
議
の
新
茶
を
寄
す
る
に
謝
す
」
が
四

例
で
、
こ
の
二
首
に
集
中
し
て
い
る
。「
月
蝕
詩
」
は
盧
仝
の
作
品
中
最
も
人
口
に
膾
炙
し
た
詩
で
あ
る
。
元
好
問
も
そ
の
詩
語
や
表

現
を
使
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
主
題
や
詩
形
を
踏
襲
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。「
蟾
池
」（
卷
四
（
は
盧
仝
の
「
月
蝕
詩
」
と
同
樣
の

神
話
傳
説
か
ら
始
ま
る
が
、
一
轉
し
て
現
實
の
カ
エ
ル
を
描
冩
し
て
ゆ
く
。

老
蟇
食
月
飽
復
吐　
　

老
蟇 
月
を
食
べ 

飽
き
て
復
た
吐
く

天
公
一
目
頻
年
瞽　
　

天
公
の
一
目 

頻
年
瞽め
し
ひ

る

下
界
新
增
養
蟾
戸　
　

下
界 

新
た
に
養
蟾
の
戸
を
增
し

玉
斧
誰
憐
脩
月
苦　
　

玉
斧 

誰
か
月
を
脩
む
る
の
苦
を
憐
れ
ま
ん

郡
國
蟾
池
知
幾
所　
　

郡
國 

蟾
池 

幾
所
か
知
る

碧
玉
清
流
水
仙
府　
　

碧
玉 

清
流 

水
仙
府

小
蟾
徐
行
腹
如
鼓　
　

小
蟾
は
徐
お
も
む
ろ

に
行
き
て
腹
は
鼓
の
如
く

大
蟾
張
頤
怒
於
虎　
　

大
蟾
は
頤
お
と
が
ひ

を
張
り
て
虎
よ
り
怒
る

渠
家
眉
間
有
黄
乳　
　

渠
家 

眉
間
に
黄
乳
有
り

膏
粱
大
丁
正
須
汝　
　

膏
粱
の
大
丁 

正
に
須
く
汝
が
ご
と
し

何
人
敢
與
月
復
讎　
　

何
人
か
敢
へ
て
月
と
復
た
讎
せ
ん
や
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疾
過
池
頭
不
容
語　
　

疾
く
池
頭
を
過
ぎ
て
語
を
容
れ
ず

向
來
屬
私
今
屬
官　
　

向
來 

私
に
屬
し 

今 

官
に
屬
す

從
今
見
蟇
當
好
看　
　

今
從
り
蟇
に
見
ゆ
れ
ば
當
に
好
く
看
る
べ
し

爬
沙
卽
上
青
雲
端　
　

沙
を
爬
ひ
て
卽
ち
青
雲
の
端
に
上
る

（
◆
老
蟇
の
句　

蟇
は
カ
エ
ル
の
總
稱
。
こ
こ
で
は
ヒ
キ
ガ
エ
ル
を
指
す
。
弓
の
名
手
羿
の
妻
姮
娥
は
、
夫
が
西
王
母
よ
り
賜
っ

た
不
死
の
藥
を
持
っ
て
月
に
逃
げ
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
と
な
っ
て
月
に
住
ん
だ
と
い
う
傳
説
が
あ
る
。
ま
た
月
に
住
む
カ
エ
ル
は
月
を

食
べ
る
と
い
う
傳
説
も
、『
淮
南
子
』
高
誘
注
な
ど
に
見
え
る
。
◆
脩
月　

こ
こ
で
は
カ
エ
ル
が
月
を
食
べ
る
こ
と
を
い
う
。
◆

蟾
池　

ヒ
キ
ガ
エ
ル
を
養
殖
す
る
池
。
施
國
祁
注
は
金
朝
南
渡
後
の
近
侍
局
を
指
し
て
い
る
と
い
う
。
◆
小
蟾
・
大
蟾　

施
國
祁

注
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
は
近
侍
局
の
局
官
を
暗
喩
し
て
い
る
。
◆
渠
家　

彼
、
彼
ら
。
◆
眉
間
有
黄
乳　

古
代
の
夫
人
が
黄
色

の
染
料
で
額
を
裝
飾
し
た
「
額
黄
」
を
指
す
か
。
近
侍
局
の
官
吏
は
み
な
權
門
の
子
弟
で
あ
り
、
化
粧
を
し
て
着
飾
り
、
常
に
高

官
の
周
囲
に
侍
っ
て
阿
諛
追
從
し
て
い
た
と
、
劉
祁
は
『
歸
潛
志
』
卷
七
で
批
判
し
て
い
る
。
◆
膏
粱　

脂
身
の
多
い
肉
と
上
等

の
穀
物
。
轉
じ
て
富
貴
で
あ
る
こ
と
を
指
す
。
◆
大
丁　

青
年
男
子
。　

◆
爬
沙　

韓
愈
「
月
蝕
詩
效
玉
川
子
作
」
に
「
爬
沙
脚

手
鈍
、
誰
使
汝
解
縁
青
冥
」
と
あ
る
。（

こ
の
詩
は
ヒ
キ
ガ
エ
ル
を
飼
育
し
て
い
る
池
を
題
材
と
し
な
が
ら
、
眼
前
の
景
物
を
冩
實
的
に
は
描
冩
し
て
い
な
い
。
冒
頭
の
二
句

は
盧
仝
「
月
蝕
詩
」
の
「
傳
説
古
老
説
、
蝕
月
蝦
蟇
精
」
等
と
同
樣
の
神
話
を
下
敷
き
に
し
、
神
話
や
傳
説
と
目
の
前
の
ヒ
キ
ガ
エ
ル

を
結
び
つ
け
、
カ
エ
ル
と
池
の
樣
子
を
や
や
誇
張
し
て
描
い
て
い
る
。
金
末
の
詩
人
に
は
既
に
こ
の
よ
う
な
手
法
を
用
い
て
い
る
先
例

が
あ
り
、
李
純
甫
は
こ
の
よ
う
な
誇
張
表
現
を
度
々
用
い
て
い
る
。
例
え
ば
彼
の
「
猫
飮
酒（

11
（

」
詩
は
、
全
編
に
わ
た
っ
て
大
げ
さ
な
典
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故
を
使
っ
て
一
匹
の
猫
を
描
い
た
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
作
品
で
あ
る
。
こ
の
「
蟾
池
」
詩
の
前
半
は
李
詩
と
同
樣
の
手
法
を
用
い
て
る
が
、

李
純
甫
は
題
材
で
あ
る
猫
と
全
く
關
係
の
な
い
典
故
を
用
い
て
い
る
の
に
對
し
、
元
好
問
は
眼
前
の
ヒ
キ
ガ
エ
ル
か
ら
神
話
傳
説
中
の

カ
エ
ル
へ
と
連
想
を
広
げ
、
主
題
に
卽
し
た
典
故
を
用
い
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
詩
中
の
大
蟾
・
小
蟾
は
當
時
の
權

門
の
師
弟
を
暗
喩
し
て
お
り
、
彼
ら
が
高
官
と
の
關
係
を
利
用
し
て
官
位
を
得
て
い
る
こ
と
を
風
刺
し
て
い
る
。
本
詩
は
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
作
風
で
あ
り
な
が
ら
、「
月
蝕
詩
」
と
同
樣
に
社
会
風
刺
の
意
圖
も
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
「
月
蝕
詩
」
は
詩
型
が
極
度
に
散
文
化

し
、
神
話
傳
説
を
多
分
に
交
え
て
奇
想
を
展
開
し
て
い
る
の
に
對
し
、
元
好
問
の
本
詩
は
十
五
句
と
少
々
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
句
數
な
が

ら
明
白
な
七
言
古
詩
で
あ
り
、
前
半
六
句
が
神
話
傳
説
を
踏
ま
え
る
以
外
は
内
容
・
表
現
と
も
に
類
似
性
に
乏
し
い
。「
月
蝕
詩
」
は

着
想
の
材
料
の
ひ
と
つ
で
は
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
拠
っ
た
、
な
い
し
は
換
骨
奪
胎
し
た
と
ま
で
は
言
い
難
い
だ
ろ
う
。

先
ほ
ど
の
「
此
の
日 

惜
し
む
に
足
ら
ず
」
で
も
そ
の
影
響
を
指
摘
し
た
盧
仝
の
「
筆
を
走
ら
せ
孟
諫
議
の
新
茶
を
寄
す
る
に
謝

す
」
詩
は
、「
月
蝕
詩
」
ほ
ど
人
々
の
關
心
を
集
め
て
お
ら
ず
、
宋
代
の
詩
話
に
お
い
て
も
范
仲
淹
の
「
鬪
茶
詩
」
な
ど
と
對
比
さ
れ

る
程
度
で
あ
る（

1（
（

。
元
好
問
は
そ
の
詩
句
、「
三
椀 

枯
腸
を
捜
す
も
、
唯た
だ

文
字
五
千
卷
有
る
の
み
（
三
椀
捜
枯
腸
、
唯
有
文
字
五
千

卷
（」
を
愛
唱
し
、
自
己
の
作
品
中
で
「
玉
川
文
字
五
千
卷
、
鄭
監
才
名
四
十
年
」（
卷
九
「
康
顕
之
に
別
る
」（
等
、
度
々
用
い
て
い
る
。

だ
が
こ
れ
は
盧
仝
の
影
響
の
み
な
ら
ず
、
蘇
軾
の
影
響
も
受
け
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
蘇
軾
は
「
試
院
煎
茶
」
詩
で
こ
の
詩
句
を
元

に
「
撐
腸
拄
腹
の
文
字
五
千
卷
を
用
ひ
ず
（
不
用
撐
腸
拄
腹
文
字
五
千
卷
（」
と
い
う
詩
句
を
作
っ
て
お
り（

11
（

、
以
降
多
く
の
詩
人
た
ち

が
こ
の
表
現
に
倣
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
元
好
問
も
例
外
で
は
あ
る
ま
い
。

撐
腸
文
字
五
千
卷　
　

撐
腸 

文
字
五
千
卷

靈
臺
架
構
森
鋪
張　
　

靈
臺 

架
構
は
森
と
し
て
鋪
張
す	

卷
三
「
密
公
寳
章
小
集
」



（1

元好問と韓門文人

（
◆
撐
腸　

撐
は
飽
き
る
、
滿
ち
る
の
意
。
お
腹
い
っ
ぱ
い
。
◆
靈
臺　

心
。
◆
架
構　

詩
文
の
組
み
立
て
、
構
成
。
◆
森　

數

が
多
い
樣
。
◆
鋪
張　

述
べ
連
ね
る
。（

撐
腸
正
有
五
千
卷　
　

撐
腸 

正
に
五
千
卷
有
り

下
筆
須
論
二
百
年　
　

筆
を
下
す
に
須
く
二
百
年
を
論
ず
べ
し

	

卷
九
「
郝
經
伯
常
に
贈
答
す　

伯
常
の
大
父
子 

少
日
之
に
從
ひ
て
科
舉
を
學
ぶ
」

そ
の
た
め
元
好
問
の
「
筆
を
走
ら
せ
孟
諫
議
の
新
茶
を
寄
す
る
に
謝
す
」
詩
へ
の
關
心
は
、
單
純
に
盧
仝
詩
を
愛
唱
し
た
結
果
で
あ

る
と
は
斷
言
し
が
た
い
。
一
般
に
認
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
元
好
問
の
蘇
軾
に
對
す
る
關
心
は
、
盧
仝
に
對
す
る
も
の
よ
り
遙
か
に

大
き
い
か
ら
で
あ
る
。
結
局
、
元
好
問
詩
か
ら
は
盧
仝
へ
關
心
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
見
い
だ
さ
れ
る
も
の
の
、
使
用
頻
度
や
典
故
と

し
た
作
品
數
を
考
慮
し
て
も
、
そ
の
詩
歌
の
影
響
は
李
賀
の
よ
う
に
大
き
な
も
の
で
は
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

六
．
お
わ
り
に　

―
元
好
問
の
詩
歌
觀
に
お
け
る
韓
門
文
人
の
位
置
づ
け
―

元
好
問
に
お
け
る
韓
門
文
人
の
受
容
は
李
賀
・
韓
愈
・
盧
仝
に
お
い
て
顕
著
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
も
受
容
態
度
や
影
響
力
に
お
い

て
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
で
は
彼
の
詩
歌
理
論
に
お
い
て
、
韓
門
文
人
は
ど
の
よ
う
な
地
位
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

實
の
と
こ
ろ
文
學
批
評
に
關
す
る
詩
文
の
な
か
で
、「
論
詩
三
十
首
」
を
除
く
と
元
好
問
は
ほ
と
ん
ど
韓
門
文
人
に
言
及
し
て
い
な
い
。

そ
の
詩
歌
の
受
容
狀
況
か
ら
比
べ
て
も
、
詩
歌
理
論
に
お
い
て
は
重
視
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
例
え
ば
彼
は
晩
年
に
「
學
至
於
無
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學
」
と
い
う
説
を
提
示
し
、
三
人
の
詩
人
を
例
示
し
て
い
る
。

佛
教
道
教
の
説
に
「
道
を
爲
し
て
日
々
損
す
る
」
と
い
う
説
が
あ
り
、
ま
た
「
學
び
て
無
學
に
至
る
」
と
い
う
説
が
あ
る
。
詩

家
に
も
ま
た
同
樣
の
こ
と
が
あ
る
。
杜
甫
の
夔
州
移
居
以
後
、
白
居
易
の
香
山
隠
棲
以
後
、
蘇
軾
の
海
南
島
貶
流
以
後
、
み
な
推

敲
を
重
ね
な
く
と
も
自
然
と
〔
平
仄
な
ど
の
詩
律
に
〕
合
致
し
て
い
る
。
技
巧
を
そ
の
道
で
研
鑽
し
た
者
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
出
來
る
で
あ
ろ
う
か
。

方
外
之
學
有
「
爲
道
日
損
」
之
説
、
又
有
「
學
至
於
無
學
」
之
説
。
詩
家
亦
有
之
。
子
美
夔
州
以
後
、
樂
天
香
山
以
後
、
東
坡

海
南
以
後
、
皆
不
煩
繩
削
而
自
合
、
非
技
進
於
道
者
能
之
乎
。

	

卷
三
十
七
「
陶
然
集
詩
序
」

詩
家
に
は
老
荘
や
佛
教
と
同
樣
の
境
地
が
あ
る
と
、
元
好
問
は
言
う
。
學
問
を
涵
養
し
技
藝
を
研
鑽
し
、
最
後
は
そ
れ
ら
に
心
を
碎

か
な
く
と
も
學
問
技
藝
は
自
然
と
發
揮
さ
れ
る
、
融
通
無
碍
の
境
地
に
達
す
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
彼
は
杜
甫
・
白
居
易
・
蘇
軾
の
三

人
が
晩
年
に
こ
の
境
地
に
達
し
た
と
見
な
し
て
い
る
。
だ
が
こ
の
よ
う
な
見
方
、
表
現
は
元
好
問
の
獨
創
で
は
な
く
、
黄
庭
堅
の
説
を

踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

杜
甫
の
夔
州
移
居
以
後
の
詩
、
韓
愈
の
潮
州
か
ら
朝
廷
に
戻
っ
て
以
後
の
文
は
、
み
な
推
敲
を
重
ね
な
く
と
も
自
然
と
合
致
し

て
い
る
。

觀
杜
子
美
到
夔
州
後
詩
、
韓
退
之
自
潮
州
還
朝
後
文
章
、
皆
不
煩
繩
削
而
自
合
矣
。
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黄
庭
堅
「
王
觀
復
に
與
ふ
る
書（

11
（

」

「
繩
削
を
煩
さ
ず
し
て
自
づ
と
合
う
」
と
い
う
評
語
は
宋
代
の
詩
話
以
降
、
技
巧
を
感
じ
さ
せ
な
い
詩
を
評
す
る
際
の
常
套
句
と
な

っ
た
。
こ
こ
で
黄
庭
堅
は
杜
甫
の
詩
と
韓
愈
の
文
を
高
く
評
價
し
て
い
る
が
、
元
好
問
は
こ
の
説
を
踏
ま
え
つ
つ
、
専
ら
詩
の
み
を
論

じ
、
韓
愈
を
除
外
し
て
白
居
易
と
蘇
軾
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
詩
歌
に
お
い
て
は
、
韓
愈
は
潮
州
以
後
も

「
繩
削
を
煩
さ
ず
し
て
自
づ
と
合
う
」
と
い
う
境
地
に
達
し
て
い
る
と
元
好
問
は
見
な
し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
窺
え
る
。

さ
ら
に
こ
の
表
現
は
韓
愈
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
り
、
故
人
の
著
述
を
評
し
た
語
で
あ
っ
た
。

〔
樊
紹
述
の
著
作
は
〕
必
ず
仁
義
に
關
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
〔
内
容
の
〕
富
か
な
樣
子
は
萬
物
を
生
み
だ
し
蓄
え
た
か
の

よ
う
で
あ
り
、
必
ず
海
や
山
〔
な
ど
の
大
自
然
を
〕
備
え
、
自
由
氣
儘
で
統
率
が
無
い
の
に
、
大
工
が
墨
縄
を
引
い
て
工
具
で
削

る
よ
う
な
こ
と
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、〔
然
る
べ
き
所
に
〕
自
然
と
合
致
し
て
い
る
。

必
出
入
仁
義
、
其
富
若
生
蓄
萬
物
、
必
具
海
含
地
負
、
放
恣
縱
横
、
無
所
統
紀
、
然
而
不
煩
於
繩
削
而
自
合
。

	

韓
愈
「
南
陽
樊
紹
述
墓
誌
銘
」

こ
の
表
現
が
元
來
韓
愈
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
と
、
元
好
問
は
當
然
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
に
も
關
わ
ら
ず
詩
人
韓
愈
を
、
そ

の
境
地
に
達
し
た
人
々
か
ら
除
外
し
た
と
い
う
の
は
、
少
々
皮
肉
な
結
論
で
あ
る
。
韓
愈
の
詩
に
は
前
述
の
よ
う
に
、
分
か
り
や
す
く

力
强
い
作
品
、
繊
細
優
美
な
作
品
が
あ
る
と
は
い
え
、
や
は
り
彼
の
特
徴
的
詩
風
は
險
韻
奇
字
を
驅
使
し
た
「
繩
削
を
煩
わ
す
」
も
の

で
あ
る
と
見
な
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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元
好
問
の
詩
歌
觀
か
ら
見
れ
ば
、
險
怪
で
分
か
り
に
く
い
詩
と
は
詩
歌
の
正
統
的
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
「
正
體
」
で
は
な
く
、
そ
の
表

現
や
詩
の
組
み
立
て
か
ら
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
詩
歌
は
「
雑
體
」
に
過
ぎ
な
い
。
詩
歌
に
關
し
て
言

え
ば
、
當
時
韓
門
と
は
別
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
詩
人
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
柳
宗
元
に
對
す
る
元
好
問
の
評
價
は
、
韓
愈
や
李
賀
に
比

べ
て
遙
か
に
高
い
。
彼
は
基
本
的
に
儒
家
の
傳
統
的
な
詩
歌
觀
に
立
ち
、
温
柔
敦
厚
な
風
格
を
規
範
と
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
合
致
す
る

要
素
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
受
容
態
度
は
そ
の
師
で
あ
る
趙
秉
文
と
同
樣
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
韓
愈

の
持
つ
滑
稽
と
い
う
側
面
に
注
目
し
た
の
は
、
李
純
甫
と
同
樣
の
見
方
で
あ
る
。
元
好
問
は
傳
統
的
な
詩
歌
觀
か
ら
逸
脱
せ
ず
に
、
一

方
で
新
た
な
表
現
や
風
格
を
創
り
出
す
こ
と
を
模
索
し
、
趙
・
李
の
見
地
を
兼
ね
備
え
つ
つ
實
作
に
お
い
て
彼
ら
の
作
品
を
乗
り
越
え

た
。
元
好
問
に
お
け
る
韓
門
文
人
の
受
容
態
度
は
、
彼
が
金
代
詩
歌
の
集
大
成
者
と
目
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
裏
付
け
る
一
つ
の
材
料
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

（
本
稿
は
第
七
回
宋
代
文
學
國
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〔
河
南
大
學
、
二
〇
一
一
年
〕
に
お
け
る
發
表
論
文
「
元
好
問
對
韓
門
文
學
的
接
受
」
を
加
筆
脩
正
し
た
も
の
で
あ
る
。（

注（
1
（
劉
明
今
『
遼
金
元
文
學
史
案
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
（
第
一
編
第
十
三
節
「
燕
薊
詩
派
」
の
項
を
參
照
。
趙
著
・
呂
鯤
・

趙
衍
は
い
ず
れ
も
生
卒
年
等
不
詳
で
あ
り
、
現
存
す
る
詩
も
極
め
て
少
な
い
。
趙
著
の
現
存
す
る
作
品
は
一
首
、
呂
鯤
は
詩
一
首
と
耶
律

鑄
の
詩
文
集
に
寄
せ
た
序
「
双
溪
醉
隠
集
序
」
が
現
存
す
る
の
み
で
あ
る
。
彼
ら
の
詩
學
的
主
張
は
趙
衍
「
重
刊
李
長
吉
詩
集
序
」
か
ら

窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
の
存
在
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
燕
薊
詩
派
」
と
い
う
名
稱
も
遼
金
元
詩
文
研
究
者
の
間
で
さ
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え
定
着
し
て
い
な
い
。

（
（
（
史
偉
「
宋
元
之
際
江
南
李
賀
詩
風
的
流
衍
」、『
江
西
社
会
科
學
』
二
〇
〇
六
年
一
一
期
。

（
（
（
拙
稿
「
金
末
に
お
け
る
韓
門
文
人
の
受
容
（
上
（
―
李
純
甫
と
韓
門
文
人
―
」『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
十
七
集
、
二
〇
〇
八
年
。
お
よ

び
「
金
末
に
お
け
る
韓
門
文
人
の
受
容
（
下
（
―
趙
秉
文
と
韓
門
文
人
―
」『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
二
十
八
集
、
二
〇
〇
九
年
。

（
（
（『
元
好
問
全
集
』（
增
訂
本
（
卷
十
一
、
山
西
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。
以
下
、
元
好
問
の
作
品
は
本
書
に
據
り
、
卷
数
の
み
を
示
す
。

（
（
（
元
好
問
研
究
に
お
い
て
「
論
詩
三
十
首
」
は
多
く
の
清
代
以
降
多
く
の
學
者
が
關
心
を
寄
せ
、
先
行
研
究
の
過
半
数
を
占
め
る
。
こ
こ

で
は
各
研
究
者
の
解
釋
を
縷
々
取
り
上
げ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
以
下
の
二
つ
の
書
籍
が
各
詩
の
解
釋
を
概
觀
す
る
際
に
便
利
で
あ
る
。

劉
澤
『
元
好
問
論
詩
三
十
首
集
説
』、
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。
方
滿
錦
『
元
好
問
「
論
詩
三
十
首
」
研
究
』、
萬
卷
樓
圖
書
、

二
〇
〇
二
年
。

（
（
（
宗
廷
輔
『
古
今
論
詩
絶
句
』、
光
緒
中
常
熟
宗
氏
刊
、
民
國
六
年
徐
兆
瑋
印
本
『
宗
月
鋤
先
生
遺
箸マ
マ

八
種
』
所
収
。
東
洋
文
庫
蔵
。

（
（
（
郭
紹
虞
『
元
好
問
論
詩
三
十
首
小
箋
』、
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
七
八
年
。

（
（
（
劉
禹
昌
「
元
好
問
詩
論
」、『
元
好
問
研
究
文
集
』
所
収
、
山
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
七
年
。

（
（
（
胡
傳
志
『
金
代
文
學
研
究
』
第
二
章
第
一
節
「
論
詩
三
十
首
」
辨
釋
、
安
徽
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
10
（
清
代
の
詩
話
で
は
沈
德
潜
・
方
東
樹
・
潘
德
輿
ら
が
こ
の
詩
を
以
て
孟
郊
詩
へ
の
批
判
の
論
據
と
し
て
い
る
。
郭
紹
虞
は
彼
ら
が
孟
郊

批
判
の
た
め
に
こ
の
詩
の
意
義
を
過
大
に
評
價
し
て
お
り
、
あ
く
ま
で
こ
れ
は
元
好
問
個
人
の
孟
郊
評
價
だ
と
し
つ
つ
、
そ
の
評
價
は
公

正
で
な
い
と
無
い
と
し
て
い
る
（『
元
好
問
論
詩
三
十
首
小
箋
』（。
以
降
、
多
く
の
論
者
が
郭
氏
と
同
樣
の
見
地
に
立
っ
て
い
る
。

（
11
（
秦
觀
「
春
日
」
五
首
其
の
二
「
一
夕
雷
落
萬
絲
、
霽
光
浮
瓦
碧
差
差
。
有
情
芍
藥
含
春
涙
、
無
力
薔
薇
臥
晩
枝
。」『
淮
海
集
箋
注
』
四

三
二
頁
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
1（
（
韓
愈
「
山
石
」「
山
石
犖
确
行
径
微
、
黄
昏
到
寺
蝙
蝠
飛
。
昇
堂
坐
階
新
雨
足
、
芭
蕉
葉
大
支
子
肥
。
…
…
」『
韓
昌
黎
詩
繋
年
集
釋
』

一
四
五
頁
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
八
年
。

（
1（
（
方
滿
錦
『
元
好
問
「
論
詩
三
十
首
」
研
究
』
第
四
章
「
論
詩
三
十
首
之
辨
正
探
微
」。
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（
1（
（
例
え
ば
郭
紹
虞
『
元
好
問
論
詩
三
十
首
小
箋
』
な
ど
。

（
1（
（『
元
好
問
全
集
』
卷
四
「
張
教
授
仲
文
に
贈
答
す
」
自
注
、
同
卷
七
「
汴
禅
師
自
ら
普
照
の
瓦
を
斲き

り
て
研す
ず
り

と
爲
し
、
詩
を
以
て
餉
と

爲
す
、
爲
に
和
す
二
首
」
其
の
二
自
注
、
同
卷
八
「
寄
せ
て
景
玄
兄
に
答
ふ
」
自
注
、
同
卷
十
一
「
德
和
の
墨
竹
扇
頭
」
自
注
。

（
1（
（
趙
翼
『
甌
北
詩
話
』
卷
八
「
遺
山
復
句
最
多
」。
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
八
八
年
版
。

（
1（
（
例
え
ば
「
蛟
龍
引
」（『
元
好
問
全
集
』
卷
六
（
で
は
詩
中
に
李
賀
の
典
故
を
用
い
て
い
な
い
一
方
で
、
温
度
や
色
彩
を
表
す
語
を
用
い
、

各
句
の
繋
が
り
も
飛
躍
が
多
い
と
い
う
點
で
、
李
賀
詩
に
近
い
風
格
を
作
り
出
し
て
い
る
。

（
1（
（
錢
鐘
書
『
談
藝
録
』
第
十
二
則
（
中
華
書
局
、
一
九
八
四
年
版
（
が
既
に
李
賀
詩
に
お
け
る
「
代
詞
」
の
問
題
を
指
摘
し
て
お
り
、
川

合
康
三
氏
は
こ
れ
を
「
換
喩
」
と
「
提
喩
性
代
詞
」
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。
川
合
康
三
「
李
賀
詩
の
表
現

―
代
詞
形
容
詞
の
用
法

を
中
心
に
」（『
文
化
』
四
四
号
、
一
一
八
～
一
三
八
頁
、
一
九
八
一
年
（
を
參
照
。

（
1（
（『
全
遼
金
詩
』
第
一
六
五
六
頁
、
山
西
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。

（
（0
（
趙
秉
文
「
答
李
天
英
書
」、『
閑
閑
老
人
滏
水
集
』
卷
十
九
、『
四
庫
全
書
』
本
。

（
（1
（
同
前
注
（0
。

（
（（
（
中
晩
唐
に
お
け
る
苦
吟
に
つ
い
て
は
岡
田
充
博
「
中
晩
唐
期
〈
苦
吟
〉
覚
え
書
き
―
苦
吟
と
い
う
言
葉
の
意
味
内
容
・
使
用
狀
況
の
檢

討
を
中
心
と
し
て
」
な
ど
、
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
。
從
來
は
詩
の
創
作
に
苦
し
む
と
い
う
面
で
の
み
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
中
木
愛

氏
に
よ
れ
ば
「
孟
郊
の
苦
し
み
は
よ
り
良
い
表
現
を
求
め
て
推
敲
を
重
ね
る
と
い
う
、
創
作
の
過
程
の
中
で
生
じ
る
苦
し
み
で
は
な
く
、

自
分
の
詩
を
外
の
社
会
に
置
く
と
き
に
生
じ
る
諸
々
の
軋
轢
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
苦
し
み
で
あ
っ
た
」
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。「
孟

郊
の
〈
苦
吟
〉
の
樣
相
：「
雪
」
の
語
を
手
が
か
り
と
し
て
」、『
中
國
中
世
文
學
研
究
』
第
五
十
七
號
、
二
〇
一
〇
年
。

（
（（
（『
元
好
問
全
集
』
卷
四
。

（
（（
（『
韓
昌
黎
詩
繋
年
集
釋
』
八
八
八
～
八
九
九
頁
。

（
（（
（『
元
好
問
全
集
』
卷
五
。

（
（（
（『
韓
昌
黎
詩
繋
年
集
釋
』、
八
四
頁
。



（（

元好問と韓門文人

（
（（
（
盧
仝
「
筆
を
走
ら
せ
孟
諫
議
の
新
茶
を
寄
す
る
に
謝
す
」（『
全
唐
詩
』
卷
三
八
八
（
に
「
一
椀
喉
吻
潤
、
両
椀
破
孤
悶
。
三
椀
捜
枯
腸
、

唯
有
文
字
五
千
卷
。
四
椀
發
軽
汗
、
平
生
不
平
事
、
盡
向
毛
孔
散
。
五
椀
肌
骨
清
、
六
椀
通
仙
靈
。
七
椀
喫
不
得
、
也
唯
覚
両
腋
習
習
清

風
。」
と
あ
る
。

（
（（
（
楊
弘
道
「
幽
懐
久
し
く
冩か

か
ず
一
首 

韓
子
『
此
日
足
可
惜
』
に
效な
ら

ひ
彦
深
に
贈
る
」、
元
代
別
集
叢
刊
『
李
俊
民
集
・
楊
奐
集
・
楊
弘

道
集
』
三
九
八
頁
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
。

（
（（
（
鄭
慧
霞
『
廬
仝
綜
論
』
第
四
章
第
二
節
「
縱
横
誰
似
玉
川
廬

―
廬
仝
詩
歌
對
金
元
的
影
響
」
を
參
照
。
光
明
日
報
出
版
社
、
二
〇
一

〇
年
。

（
（0
（「
枯
腸
痛
飮
如
犀
首
、
奇
骨
當
封
似
虎
頭
。
嘗
笑
廟
謀
空
食
肉
、
何
如
天
隠
且
糟
丘
。
書
生
幸
免
翻
盆
惱
、
老
婢
仍
無
觸
鼎
憂
。
只
向
北

門
長
臥
護
、
也
應
消
得
醉
郷
侯
。」『
全
遼
金
詩
』
第
二
〇
七
六
頁
。

（
（1
（『
韻
語
陽
秋
』
卷
五
、『
苕
溪
漁
隠
叢
話
』
後
集
な
ど
を
參
照
。

（
（（
（『
蘇
軾
詩
集
』
第
三
七
〇
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
九
六
年
。

（
（（
（『
黄
庭
堅
全
集
』
第
四
七
〇
頁
、
四
川
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
。


